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仙台商工会議所における「仙台商工会議所における「仙台商工会議所における「仙台商工会議所における「東日本大震災への対応東日本大震災への対応東日本大震災への対応東日本大震災への対応」」」」についてについてについてについて    

（平成（平成（平成（平成 27272727 年年年年 4444 月月月月 1111 日～）日～）日～）日～）    

    

    

 

 

１．国・県に対する早期復興に向けた要望活動 

（１）宮城県商工会議所連合会定期総会特別決議要望 

    （要望者：宮城県商工会議所連合会） 

     要望先：村井宮城県知事（若生副知事）平成 27 年 6 月 11 日 

復興庁宮城復興局梶原局長 平成 27 年 6 月 22 日  

宮城県選出国会議員 

    内 容： ２８年度以降における復興予算確保と特例的な財政支援の継続について 

 

 （２）宮城県商工会議所連合会定期総会決議事項に関する要望 

    （要望者：宮城県商工会議所連合会） 

    ①平成 27 年 8 月 3 日（月） 

     要望先：村井宮城県知事、安藤宮城県議会議長、武政宮城復興局局長 

項 目：Ⅰ．東日本大震災からの本格復興に向けて 

Ⅱ．富県宮城と地方創生の実現に向けて 

Ⅲ．県下商工会議所からの提出議案 

 

 （３）東北六県商工会議所連合会中央要望 

    （要望者：東北六県商工会議所連合会） 

    ①平成 27 年 7 月 16 日（木） 

    要望先：内閣府（宮沢特命担当大臣、望月特命担当大臣）、 

経済産業省（宮沢大臣）、国土交通省（太田大臣）、 

財務省（麻生大臣）、農林水産省（林大臣）、 

厚生労働省（塩崎大臣）、環境省（望月大臣）、復興庁（竹下大臣）、 

文部科学省（下村大臣）、法務省（上川大臣）、 

宮城県選出国会議員 他 

項 目：Ⅰ．復興の加速化に向けた、継続支援を 

Ⅱ．中小企業の経営再建に向けて  

Ⅲ．風評被害払拭・風化防止に向けて 

Ⅳ．原子力災害の克服と産業復興再生の確実な推進を 

－ 福島の再生に向けて － 

Ⅴ．主要プロジェクトへの対応 

 

震災復興へ向けて全所をあげて強力に取り組みます！震災復興へ向けて全所をあげて強力に取り組みます！震災復興へ向けて全所をあげて強力に取り組みます！震災復興へ向けて全所をあげて強力に取り組みます！    

東日本大震災による被災企業の継続・再建に必要なあらゆる経営支援策を講じるととも

に、金融・税制・雇用面や産業・市民活動の基礎となるインフラの早期復旧を求める要望

や、復興に向けた指導などを強力に行うなど、一日も早い地域経済復興を図ります。 
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②平成 28 年 1 月 21 日（木） 

     要望先：日本商工会議所三村会頭、石田専務理事、久貝常務理事、 

青山理事・事務局長 

  項 目：東日本大震災からの復興と、先を見据えた東北経済の再生 

Ⅰ．早期復興と自立に向けた、継続支援を 

Ⅱ．中小企業の経営再建・自立に向けて 

Ⅲ．風評被害払拭・風化防止に向けて 

Ⅳ．原子力災害の克服と産業復興再生の確実な推進を 

－ 福島の再生に向けて － 

Ⅴ．主要プロジェクトへの対応 

   要望者：東北六県商工会議所連合会会長 鎌田  宏 

 岩手県商工会議所連合会会長  谷村 邦久 

 福島県商工会議所連合会会長  渡邊 博美 

 

  ③平成 28 年 2 月 1 日（月） 

     要望先：自民党・東日本大震災復興加速化本部 額賀本部長  

     要望者：東北六県商工会議所連合会鎌田会長（渡辺仙台商工会議所副会頭） 

項 目：東日本大震災からの復興と、先を見据えた東北経済の再生 

Ⅰ．早期復興と自立に向けた、継続支援を  

Ⅱ．中小企業の経営再建・自立に向けて 

Ⅲ．風評被害払拭・風化防止に向けて  

Ⅳ．原子力災害の克服と産業復興再生の確実な推進を 

－ 福島の再生に向けて － 

Ⅴ．主要プロジェクトへの対応 

 

   ④平成 28 年 2 月 18 日（木） 

要望先：東北６県選出国会議員  

  項 目：東日本大震災からの復興と、先を見据えた東北経済の再生 

Ⅰ．早期復興と自立に向けた、継続支援を 

Ⅱ．中小企業の経営再建・自立に向けて 

Ⅲ．風評被害払拭・風化防止に向けて 

Ⅳ．原子力災害の克服と産業復興再生の確実な推進を 

－ 福島の再生に向けて － 

Ⅴ．主要プロジェクトへの対応 

 

（４）東日本大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会 

    日 程：平成 28 年 1 月 21 日（木） 

     要望先：日本商工会議所三村会頭 

     要望者：東日本大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会 

項 目：集中復興折り返し、新たなステージに前進 
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Ⅰ．復興創生にかかる課題解決を  

Ⅱ．早期の社会・経済基盤整備を 

Ⅲ．産業・生業（なりわい）の再生を 

Ⅳ．福島の復興再生の加速化を 

 

（５）日本商工会議所復興要望 

日  程：平成 28 年 2 月 18 日（木） 

    要望先：髙木復興大臣（高木復興大臣政務官） 

項 目：5 年後の確実な復興・創生の実現とその先を見据えた取り組みを 

Ⅰ．インフラ復旧・復興まちづくりの促進 

Ⅱ．産業復興・なりわいの再生 

Ⅲ．インフラ復旧・産業復興の原動力である労働力の確保 

Ⅳ．国の主導による福島の復旧・復興の加速 

          ≪被災地商工会議所・事業者の声≫ 

   要望者：日本商工会議所 専務理事    石 田   徹 

理事・事務局長 青 山 伸 悦 

東北六県商工会議所連合会 会長 鎌 田   宏 

釜石商工会議所 会頭      山 崎 長 也 

原町商工会議所 会頭      高 橋 隆 助 

 

２．遊休機械無償マッチング支援プロジェクト事業 

東日本大震災の被害を受けた中小・小規模事業者の事業の立ち直りを支援するため、全

国各地の商工会議所と連携を図り、被災事業所に対し遊休製造工作機械等を支援する「遊

休機械無償マッチング支援プロジェクト事業」を展開する。 

  被災地商工会議所が被災事業所の復興支援を行う中で、製造工作機械の破損、潮水によ

る制御不能等の理由で、事業復興、継続に支障をきたしている事業所に、経営指導員と震

災対応相談員が訪問し、立ち上がりに必要な機械の情報を、仙台商工会議所に設置する「遊

休機械無償マッチング支援プロジェクト」を通し、日本商工会議所のイントラ上で受発信

を行い、全国から支援可能な遊休機械等を求めマッチングを行う。 

＜事務局構成＞ 仙台商工会議所、震災対応相談員（機械の目利き） 

＜事務局機能＞ 

ニーズの掘り起こし／支援要請／マッチング／技術支援／情報管理／ 

支援機材管理／その他 

＜支援対象＞ 東北六県下 被災商工会議所管内事業者 

＜事業期間＞ 平成23年8月～平成28年3月 

＜予算＞ 東北六県商工会議所連合会への義援金（目利き人件費、輸送・保管コスト） 

 

        要望要望要望要望 5,1905,1905,1905,190 件に対し、提供可能な機械の登録は件に対し、提供可能な機械の登録は件に対し、提供可能な機械の登録は件に対し、提供可能な機械の登録は 5,7315,7315,7315,731 件（１２月末現在）うち、件（１２月末現在）うち、件（１２月末現在）うち、件（１２月末現在）うち、    

マッチング実績はマッチング実績はマッチング実績はマッチング実績は 3,2663,2663,2663,266 件（１２月末現在）。件（１２月末現在）。件（１２月末現在）。件（１２月末現在）。    

①提供いただいた商工会議所数①提供いただいた商工会議所数①提供いただいた商工会議所数①提供いただいた商工会議所数    83838383 会議所（提供会議所（提供会議所（提供会議所（提供いただいた企業数いただいた企業数いただいた企業数いただいた企業数 448448448448 社）社）社）社）    

②提供が可能な商工会議所数②提供が可能な商工会議所数②提供が可能な商工会議所数②提供が可能な商工会議所数    124124124124 会議所（企業数会議所（企業数会議所（企業数会議所（企業数 654654654654 社）社）社）社）    

③受け取った商工会議所数③受け取った商工会議所数③受け取った商工会議所数③受け取った商工会議所数    10101010 商工会議所（受け取った企業数商工会議所（受け取った企業数商工会議所（受け取った企業数商工会議所（受け取った企業数 323323323323 社）社）社）社）    
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④受取希望企業数④受取希望企業数④受取希望企業数④受取希望企業数    523523523523 社社社社    

 ※平成 27 年 12 月末をもち全ての機械の提供・輸送を一旦休止。    

＜引き渡し状況＞ 

到着日 提供商工会議所 譲受先 地区 支援内容 

4 月 1 日 東京 ㈲嶺岸建築板金 仙台 アルミ２連はしご 

5 月 19 日 

仙台、さいたま、川

口、刈谷、豊田、春

日井、安城、犬山、

京都 

松川造船㈱、立谷鉄工

所、㈲藤商会 ほか 2社 

相馬 

ボール盤、旋盤、両頭グラインダ

ー、工具など 計 215 点 

6 月 11 日 刈谷 

㈱まるたか水産、㈱と

り文 ほか 6社 

石巻 

仙台 

フォークリフト、軽トラック、自

動食器洗い機など 計 11 点 

6 月 18 日 

室蘭、新潟、仙台、

さいたま、川口、刈

谷、豊川、豊田、岡

崎、春日井 

㈱まるたか水産、阿部

機械、マルフジ興業㈱ 

ほか 3社 

石巻 

縦型フライス盤、卓上ボール盤、

高速切断機など 計 92 点 

6 月 22 日 新潟、刈谷 

おのでら商店、㈱佐賀

組 ほか 2社 

気仙沼 

大船渡 

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、ﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ、充

電式ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾄﾞﾘﾙなど 計 8点 

7 月 7 日 川口、足利、刈谷 

石川電装㈱、㈲吾妻ﾓｰﾀ

ｰｽ、気仙沼ほてい㈱ 

気仙沼 

ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ、高圧洗浄機、ﾐｰﾄｽﾗｲｻ

ｰなど 計 15 点 

7 月 8 日 さいたま 

気仙造船関連工業協同

組合、㈱佐賀組 

大船渡 

小型扇風機、標準ノギス、電気ス

タンドなど 計 27 点 

7 月 29 日 足利 ヤマヨ水産 気仙沼 

冷蔵ショーケース、ミートチョッパ

ーなど 計 7 点 

9 月 10 日 豊田 ㈱東北かねた 仙台 

スポットクーラー、ブースターベ

ビコンなど 計 5点 

9 月 14 日 豊田 

㈲丸竹造船所、㈲吾妻

モータース、石川電装

㈱ ほか 3社 

気仙沼 

汎用旋盤 チェーンブロック デ

ィスクグラインダー ブースター

ベビコンなど 計 231 点 

9 月 30 日 仙台 

㈱理工電気、栗原鉄工

㈲ 

大船渡 

ピックテスト、テストインジケー

タなど 計 6点 

10 月 9 日 

仙台、新潟、さいた

ま、川口、豊田、刈

谷、岡崎、京都 

㈱佐賀組、遠藤機械、

佐藤内燃機 他 9社 

大船渡 

縦型フライス盤、冷水機、デジタ

ルノギスなど 計 68 点 

10月 30日 

東京、さいたま、豊

田、岡崎、京都 

㈱協伸工業、㈲協秀鉄

工 他 3 社 

石巻 

大船渡 

卓上ボール盤、アーク溶接機、両

頭グラインダーなど 計 27 点 

11 月 4 日 

さいたま、川口、京

都 

㈲協秀鉄工 石巻 

小型旋盤、汎用旋盤、セーパー、

パレットなど 計 11 点 

12 月 9 日 刈谷 

㈱菅野自動車、㈱ウッ

ドスタイル、㈱大船渡

資源 他 8社 

大船渡 

気仙沼 

石巻 

仙台 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 電気ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ、精密バ

イス、ﾊｲｴｰｽなど 計 19 点 
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12月 15日 刈谷 ㈱協伸工業 石巻 

エアードライヤー、チェーンブロ

ック 計 2点 

 

 

３．販路回復・開拓支援事業について 

１）目 的 

東日本大震災の発生より５年が経過したが、県内の基幹産業である農水産業や関連する食

品製造加工業・観光サービス業においては、「販路喪失」や生産再開時における「販路回復」

といった問題が表面化していることから、仙台商工会議所内に販路の回復・開拓支援を行う

専門部署を設置。バイヤー経験者のコーディネーターを常駐し販路開拓に関する企業への相

談体制を強化するとともに、日本商工会議所や全国 514 の商工会議所のネットワークを活用

しながら全国各地より様々な業種のバイヤーを招聘し、商談の場（伊達な商談会）を提供す

ることで各事業所の販路回復・開拓を積極的に支援する。 

 

（２）主 催 

東北六県商工会議所連合会、宮城県商工会議所連合会、仙台商工会議所 

（３）専門職員による常設窓口相談の実施 

百貨店や商社出身のバイヤー経験者（４名）が当所に常駐し、個別の相談に対応。 

販路回復・開拓事業専属コーディネーター 

  ・遠藤 光好 氏(商社 OB)・佐久間 賢治 氏・武藤 成昭 氏・前嶋 篤 氏(百貨店 OB) 

 

４）全商談集計結果（平成２７年４月１日～平成２８年３月１５日） 

 

（５）全相談集計結果（平成２７年４月１日～平成２８年３月１５日） 

 

（６）個別商談会の開催状況（平成２７年４月１日～平成２８年３月１５日現在） 

日 時 バイヤー名 商談品目 申込数 商談件数 
事後相談 

件数 

4 月 22 日(水) KC セントラル貿易㈱ 食品全般 14 社 9 件 3 件 

4 月 22 日(水) 三山グリーン㈱ 食品全般 11 社 5 件 1 件 

5 月 27 日(水) ㈱仙台三越 食品・日用品等 20 社 18 社 7 件 

6 月 23 日(火) ㈱JR 東日本リテールネット 食品全般 14 社 9 社 3 件 

6 月 24 日(水) 仙台エアポートサービス 食品全般 16 社 16 社 6 件 

１．個別商談件数 ２．バスツアー型商談件数 ３．集団型商談件数 合計 

１３８件 ６４９件 ２４１件 １，０２８件 

商談会事後相談 窓口相談 巡回相談 合計 

６２件 ４６件 ４７件 １５５件 
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7 月 8 日(水) ㈱藤崎 食品・工芸品 15 社 15 社 10 件 

11 月 27 日(金) ｺｰﾌﾟ東北ｻﾝﾈｯﾄ事業連合 食品全般 19 社 17 社 9 件 

12 月 16 日(水) ㈱東急ハンズ 日用品全般 44 社 29 社 12 件 

1 月 14 日(木) ㈱藤崎 食品・工芸品 21 社 20 社 11 件 

 合計合計合計合計((((述べ述べ述べ述べ)))) 174174174174 社社社社    138138138138 件件件件    62626262 件件件件    

 

（７）バスツアー型商談会 

①伊達な商談会 in ISHINOMAKI・SHIOGAMA 

期  日  平成 27 年 8 月 25 日(火)～26 日（水） 

会  場  石巻グランドホテル(25 日) ホテルグランドパレス塩釜(26 日) 

参加ﾊﾞｲﾔｰ  東京、札幌、名古屋、大阪など 食品担当バイヤー 25 社 42 名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 【石巻】石巻商工会議所及び周辺商工会エリア事業所 28 社 

       【塩釜】塩釜商工会議所及び周辺商工会エリア事業所 25 社 

内  容  ①石巻魚市場視察（石巻） 

②展示商談会（石巻／塩釜） 

③個別商談会（石巻・138 商談／塩釜・120 商談） 

④交流懇談会（石巻） 

⑤名刺交換会（塩釜） 

当日判定結果当日判定結果当日判定結果当日判定結果    

石巻：【成立石巻：【成立石巻：【成立石巻：【成立 32323232 件件件件(23.2%)(23.2%)(23.2%)(23.2%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 94949494 件件件件(68.1(68.1(68.1(68.1％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 12121212 件件件件(8.7%)(8.7%)(8.7%)(8.7%)】】】】    

塩釜：【成立塩釜：【成立塩釜：【成立塩釜：【成立 28282828 件件件件(23.3%)(23.3%)(23.3%)(23.3%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 78787878 件件件件(65.0(65.0(65.0(65.0％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 14141414 件件件件(11.7%)(11.7%)(11.7%)(11.7%)】】】】    

 

2222 か月後判定結果か月後判定結果か月後判定結果か月後判定結果    

石巻：【成立石巻：【成立石巻：【成立石巻：【成立 30303030 件件件件(21.7%)(21.7%)(21.7%)(21.7%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 44444444 件件件件(31.9(31.9(31.9(31.9％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 64646464 件件件件(46.4%)(46.4%)(46.4%)(46.4%)】】】】    

塩釜：【成立塩釜：【成立塩釜：【成立塩釜：【成立 26262626 件件件件(21.7%)(21.7%)(21.7%)(21.7%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 37373737 件件件件(30.8(30.8(30.8(30.8％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 57575757 件件件件(47.5%)(47.5%)(47.5%)(47.5%)】】】】 

 

②伊達な商談会 in OSAKI 

期  日  平成 27 年 9 月 15 日(火)～16 日（水） 

会  場  芙蓉閣 

参加ﾊﾞｲﾔｰ  東京、宮城、岩手、福島など 食品担当バイヤー 14 社 21 名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 古川商工会議所及び周辺商工会エリア事業所 26 社 

内  容  ①展示商談会 

②個別商談会（97 商談） 

③交流懇談会 

④大崎市内道の駅・物産館の視察 

当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立 21212121 件件件件(21.6%)(21.6%)(21.6%)(21.6%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 60606060 件件件件(61.9(61.9(61.9(61.9％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 16161616 件件件件(16.5%)(16.5%)(16.5%)(16.5%)】】】】    

 

③伊達な商談会 in KESENNUMA・OFUNATO 

期  日  平成 27 年 10 月 27 日(火)～28 日（水） 
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会  場  サンマリン気仙沼ホテル観洋（27 日) プラザホテル大船渡(28 日) 

参加ﾊﾞｲﾔｰ  東京、札幌、名古屋、大阪など食品担当バイヤー27 社 42 名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 【気仙沼】気仙沼商工会議所及び周辺商工会エリア事業所 24 社 

       【大船渡】大船渡商工会議所及び周辺商工会エリア事業所 29 社 

内  容  ①展示商談会（気仙沼／大船渡） 

②個別商談会（気仙沼・144 商談／大船渡・150 商談） 

③交流懇談会（気仙沼） 

当日判定結果当日判定結果当日判定結果当日判定結果    

気仙沼：【成立気仙沼：【成立気仙沼：【成立気仙沼：【成立 22222222 件件件件(15.3(15.3(15.3(15.3％％％％))))、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 102102102102 件件件件(70.8(70.8(70.8(70.8％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 20202020 件件件件(13.9(13.9(13.9(13.9％％％％))))】】】】    

大船渡：【成立大船渡：【成立大船渡：【成立大船渡：【成立 25252525 件件件件(16.7(16.7(16.7(16.7％％％％))))、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談    94949494 件件件件(62.6(62.6(62.6(62.6％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 31313131 件件件件(20.7(20.7(20.7(20.7％％％％))))】】】】    

 

（８）集団型商談会 

①伊達な商談会 in RIFU・MATSUSHIMA 

期  日  平成 27 年 7 月 3 日(金)～4 日（土） 

会  場  ㈲みやぎ保健企画 

参加ﾊﾞｲﾔｰ  日本医療福祉ｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝ協会加盟企業より食品担当バイヤー11 社 19 名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 宮城県・福島県の食品加工業者 15 社 

内  容  ①10 分間のプレゼンテーション型商談会の開催 

        ②展示商談会（141 商談） 

        ③石巻魚市場・東松島市・塩釜市の復興状況の視察 

当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立 6666 件件件件(4.3%)(4.3%)(4.3%)(4.3%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 87878787 件件件件(61.7(61.7(61.7(61.7％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 48484848 件件件件(34.0%)(34.0%)(34.0%)(34.0%)】】】】    

②ネクセリア東日本㈱との集団商談会 

期  日  平成 27 年 9 月 4 日(金) 

会  場  仙台商工会議所 7 階大会議室 

参加ﾊﾞｲﾔｰ 東北圏内のｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ・ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱより食品担当バイヤー17 社 40 名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 宮城県・福島県・秋田県・岩手県より食品加工業者 30 社 

内  容  個別商談会（100 商談） 

当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立 10101010 件件件件(10%)(10%)(10%)(10%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 81818181 件件件件(81(81(81(81％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 9999 件件件件(9%)(9%)(9%)(9%)】】】】 

 

③高瀬物産㈱（業務用食品総合卸）との展示型集団商談会 

期  日  平成 28 年 1 月 27 日(水) 

会  場  高瀬物産㈱ 仙台支店 

参加ﾊﾞｲﾔｰ  東北及び関東圏より高瀬物産㈱の取引先より約 70 社 120 名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 宮城県・福島県・秋田県・岩手県より食品加工業者 34 社 

内  容  展示商談会（652 商談） 

当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立 63636363 件件件件(9.7%)(9.7%)(9.7%)(9.7%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 341341341341 件件件件(52.3(52.3(52.3(52.3％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 248248248248 件件件件(38.0%)(38.0%)(38.0%)(38.0%)】】】】    

                        （ご参考）バイヤーからのサンプル依頼数（ご参考）バイヤーからのサンプル依頼数（ご参考）バイヤーからのサンプル依頼数（ご参考）バイヤーからのサンプル依頼数    850850850850 品目品目品目品目 

 

（９）販路開拓塾 第２弾（テーマ別セミナー）の開催 

 ①第１回 



 8

期  日  平成 27 年 5 月 21 日(木) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 

講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

       野口 喜弘氏（㈱京王百貨店 新宿店 売場マネージャー） 

テ ー マ  マーケットインの視点で商品開発を実践する！ 

参 加 者  25 社 31 名 

 

②第２回 

期  日  平成 27 年 6 月 16 日(木) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 

講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

テ ー マ  ブランディングで商品に付加価値をつける！ 

参 加 者  11 社 17 名 

 

③第３回 

期  日  平成 27 年 7 月 16 日(木) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 

講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

       宇野 春水氏（損保ジャパン日本興亜リスクマネジメント㈱） 

テ ー マ  食品表示で安心できる取引を実現する！ 

参 加 者  11 社 15 名 

 

④第４回 

期  日  平成 27 年 7 月 29 日(水) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 

講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

柳瀬 真澄 氏（㈱M’s フードコーディネーター） 

テ ー マ  自社商品をメニューやビジュアルで最大限にアピールする！ 

参 加 者  9 社 13 名 

 

⑤第５回 

期  日  平成 27 年 8 月 21 日(金) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 

講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

テ ー マ  展示会・商談会で商談成約を勝ち取る！ 

参 加 者  10 社 19 名 

 

⑥第６回 

期  日  平成 27 年 9 月 28 日(月) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 
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講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

       佐久間朋宏 氏（一般社団法人ハラル・ジャパン協会 理事） 

テ ー マ  日本を飛び出して、海外への販路を開拓する！ 

参 加 者  13 社 14 名 

 

（１０）食品業界専門誌「ﾊﾞｲﾔｰｽﾞ・ｶﾞｲﾄﾞ伊達な商談会特別号」の発刊（日本ﾌﾙﾊｯﾌﾟ助成事業） 

事 業① 食品業界専門誌「バイヤーズ・ガイド 伊達な商談会 特別号」の発行 

内 容  これまで伊達な商談会に参加した約 400 の事業所の内、希望のあった 241 

の商品を掲載した、「伊達な商談会特別号」を作成。全国の流通業界関係 

者・バイヤー約 5000 人に直接発送することで、効果的な販路回復・開拓 

の機会を提供した。 

事 業② ㈱バイヤーズ･ガイドが運営するビジネスマッチングサイトへの掲載 

内 容  バイヤーズガイドの会員マッチングサイト（会員 75,800 名・月間 PV 数 

57,000PV）に伊達な商談会特別号と連動した特設ページを開設。掲載事業 

者と、㈱バイヤーズガイドの会員バイヤーとのマッチングが図られるとと 

もに、会員に向けたメールマガジンの発行や、ウェブサイトを通した情報 

発信を行った。 

事 業③ バスツアー型商談会ＰＲ動画の作成並びに広報サイトの作成 

内 容  全国のバイヤーを被災地に招き、復興状況の視察を交えながら個別商談会 

を実施する「バスツアー型商談会」の PR 動画を作成。伊達な商談会の成 

約率の高さの仕組みや、参加事業所の生の声を掲載。新たな業態・カテゴ 

リのバイヤーを招聘するツールとして活用し、参加者の発掘にも繋げてい 

る。 

 

（１１）復興水産加工業販路回復促進事業 

①東北復興水産加工品展示商談会 2015 

主  旨  東日本大震災後、東北の水産業界全体として、一部は復旧しているものの

販路喪失や売上減少、さらには、原発による風評被害や人材確保難などの

共通の課題を抱えている。東北の水産業界が早期復旧・復興することを目

的に、被災した地域が連携して販路回復・新規開拓を目指し、今回、東北

被災地域合同での展示商談会を開催した。 

主  催  東北六県商工会議所連合会、(公社)日本水産資源保護協会、 

        (一社)大日本水産会、全国水産加工業協同組合連合会 

日  時  平成 27 年 6 月 16 日(火)10～17 時、17 日(水)10～15 時 

会  場  仙台国際センター展示棟 

出 展 者  青森・岩手・宮城・福島・茨城県内沿岸部商工会議所の水産加工業者 96 社 

実施内容  ①オープニングセレモニー 農水省あべ副大臣他 17 名でテープカット 

②一般展示ブース 

③国内外の有力バイヤー等を対象とした個別商談会 

④提案型・商品プレゼンテーションステージの設置 
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⑤出展者とバイヤーとの交流懇談会の開催 

⑥食品・業界全体のトレンドを抑えた各種講演会の開催 

⑦交流懇談会 復興庁竹下復興大臣他 300 名 

来 場 者  ４，２００名 

商 談 数  ５０６件（国内 474 商談 海外 32 商談） 

当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立 74747474 件件件件(15.6%)(15.6%)(15.6%)(15.6%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 323323323323 件件件件(68.1(68.1(68.1(68.1％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 77777777 件件件件(16.2%)(16.2%)(16.2%)(16.2%)】】】】    

 

②「東北復興水産加工品展示商談会 2015」フォローアップセミナー 

１）商談会前に準備すべき事、心構え 

期  日  10 月 21 日（水）14：00〜15：00 

場  所  気仙沼市魚市場 北側２階 見学者デッキ会議室 

講  師  柳原 勝浩 氏（㈱ゴールドボンド 販路開拓コーディネーター） 

内  容  商談会・展示会のマッチングの違いについて 

        事前準備から当日まで 

        商談を成功させる「６つの秘訣」 

参 加 者  23 社 27 名 

 

２）食のトレンドの読み方＆つくり方～水産加工品のポテンシャルについて考える～ 

期  日  11 月 5 日（木）10：15〜11：45 

場  所  夢メッセみやぎ 展示棟 

講  師  金井 毅氏（㈱電通 ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｸﾘｴｰｼｮﾝ・ｾﾝﾀｰ ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

内  容  「今」のトレンドからこれからの「食」を読む 

トレンドをつかむコツ！ 

簡単にできるリアルマーケティングと４P 戦略 

 

３）東日本大震災被災地域の水産加工品を売り込め！販路回復・開拓ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

期  日  11 月 9 日（月）13：00〜15：00 

場  所  ホテルメトロポリタン仙台 4F 千代 

講  師  永瀬 正彦氏（㈱バイヤーズ・ガイド編集部編集発行人） 

内  容  震災後の三陸沿岸部の水産加工会社の実情 

売場では今こんな商品が売れている。商品開発のキーワード 

成約に近づく！商談の重要ポイント 

宮城・東北に期待する水産加工品はコレ！ 

 

（１２）「2015“よい仕事おこし”フェア」 

日  時  平成 27 年９月８日(火)～9 日(水) 10 時～18 時 

会  場  東京国際フォーラム（展示ホール１・２、ロビーギャラリー） 

主  催  城南信用金庫 (協賛：全国 50 の信用金庫) 

後  援  東北六県商工会議所連合会 東京商工会議所  他 

参 加 者  全国より３７８の企業・団体  約 350 ブース 
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来 場 者  約 29,000 名 

内  容  伊達な商談会ＰＲブースの設置 

ビジネス展示・商談(事前予約)、東北特産品等の展示・販売 

行政・海外機関等の特別展示 他 ステージイベント 

 

（１３）ビジネスマッチ東北 2015 

日   時  平成 27 年１１月５日(金) 10 時～17 時 

会  場  夢メッセみやぎ展示棟 

主  催  (一社)東北ニュービジネス協議会、(一社)東北地区信用金庫協会 他 

共  催  東北六県商工会議所連合会、東北地区しんきん経営者協議会 他 

協  力  仙台商工会議所 

参 加 者  全国の企業・団体・学術機関より４３５ブース 

来 場 者  ７，４４１名 

内  容  伊達な商談会ＰＲブースの設置 仙台商工会議所サービスメニューＰＲ 

ブースの設置 専門家による個別相談 

 

（１４）福島復興支援事業（日本フルハップ助成事業） 

①伊達な商談会 in 福島浜通り 

期  日  平成 27 年 7 月 13 日(月)～14 日（火） 

会  場  相馬商工会議所（13 日）、いわきワシントンホテル（14 日） 

専 門 家  東京・仙台の流通・デザインの専門家 4 社 4 名 

参加ﾊﾞｲﾔｰ  東京より食品担当バイヤー ８社８名 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 相馬、原町、いわき商工会議所の会員事業所 25 社 29 名 

内  容  ①商品品評会（13 日） 

②展示・個別商談会（14 日／51 商談） 

当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立当日判定結果【成立 4444 件件件件(7.1%)(7.1%)(7.1%)(7.1%)、継続商談、継続商談、継続商談、継続商談 48484848 件件件件(85.8(85.8(85.8(85.8％％％％))))、不成立、不成立、不成立、不成立 4444 件件件件(7.1%)(7.1%)(7.1%)(7.1%)】】】】    

 

②伊達な商談会 in 福島～商品品評会～ 

日  時  平成 27 年 11 月 30 日（月）13：00～17：00 

会  場  相馬商工会議所 大会議室 

内  容  販路開拓セミナー・商品品評会・個別相談会・経営指導員研修会 

主  催  東北六県商工会議所連合会 

協  力  福島県商工会議所連合会、仙台商工会議所、（公財）日本フルハップ 

参 加 者  相馬市、南相馬市、二本松市より８社 

専 門 家  首都圏向け流通、パッケージデザイン等の専門家 5 名 

 

（１５）伊達なＷＥマルシェ（仙台市地下鉄東西線開業記念） 

日  程  平成 27 年 12 月 11 日(金)・12 日(土)・13 日(日)  

10：00～20：00、最終日は、18：00 終了  

会   場   サンモール一番町・マーブルロードおおまち＜藤崎百貨店側＞                                          
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主   催    仙台商工会議所 

後  援  ＷＥプロジェクト実行委員会 

協  力  ㈱藤崎・東北ろっけんパーク 

内  容 

（１）一般消費者向け催事販売ブースの設置（11 日～13 日 10：00～20：00） 

（２）事前勉強会・説明会（８日 13：30～15：00） 

参加ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 宮城県・山形県より「伊達な商談会」「東北ろっけんパーク」に参加する 

催事販売に相応しい食品･生活雑貨･工芸品製造業者等２０社 

 

（１６）スーパーマーケットトレードショー2016 

日  程  平成 27 年 2 月 10 日(水)～2 月 12 日(金) 

 会  場  東京ビッグサイト 

参 加 者  1,580 社・団体、2,881 小間 

来 場 者  90,518 名 

内  容  ①六県連・県連ブースの運営 

・販路回復・開拓支援事業バイヤー招聘活動 

・バイヤーズガイドを活用した東北の商材 PR 

・東北復興水産加工品展示商談会 2016 の開催周知 

②「石巻うまいもの発信協議会」展示ブースの設置 

(主催：東京商工会議所 協力：仙台商工会議所) 

 

＜今後の予定＞ 

①東北復興水産加工品展示商談会 2016 

日  時  平成 27 年 6 月 7 日(火)10～17 時、8 日(水)10～15 時 

会  場  仙台国際センター展示棟 

出 展 者  被災地域沿岸商工会議所（八戸、久慈、宮古、釜石、大船渡、気仙沼、 

石巻、塩釜、仙台、相馬、原町、いわき商工会議所）、茨城県の水産加工 

業者 120 社程度 

企画内容  ①展示商談会 

      ②個別商談会 

      ③商品育成プログラム(第三者評価) 

      ④セミナー・パネルディスカッション 

      ⑤交流懇談会 ほか 

 

 

 ②平成 28 年度伊達な商談会 in SENDAI(個別商談会) 

  １）KC セントラル貿易㈱との個別商談会 

期  日 平成 28 年 4 月 20 日（水） 

対  象 ・米国の輸入規制をクリアしている商品。 

・米国のカメイ㈱系列日本食ｽｰﾊﾟｰ Mitsuwa Marketplace で 11 月予定の 
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「Rising Tohoku Fair-東北復興応援フェア」で販売する商品。 

会  場 仙台商工会議所 1 階 小会議室 

   

２）ふぁんじゃぱん㈱との個別商談会 

期  日 平成 28 年 4 月 20 日（水） 

対  象 ・マレーシアの日本のアンテナショップで販売する食品及び工芸品 

・東南アジアの小売店や飲食店に販売する食品及び工芸品 

会  場 仙台商工会議所 1 階 小会議室 

   

３）三山グリーン㈱との個別商談会 

期  日 平成 28 年 4 月 20 日（水） 

対  象 中国 、豪州、中東、北米向けの書類、ラベル対応ができるメーカー 

会  場 仙台商工会議所 1 階 小会議室 

 

４）㈱仙台三越との個別商談会 

期  日 平成 28 年 5 月 25 日（水） 

対  象 ・海産物・グロサリー・和洋菓子等 

     ・食品催事 

・リビング用品・生活雑貨 

会  場 仙台商工会議所 1 階 小会議室 

   

５）㈱仙台国際空港との個別商談会 

期  日 平成 28 年 5 月 26 日（木） 

対  象 ・お土産品・スナックフード等 

     ・東北の地域性をアピールできるもの 

会  場 仙台商工会議所 1 階 小会議室 

 

６）JR 東日本リテールネット㈱との個別商談会 

期  日 平成 28 年 5 月 26 日（木） 

対  象 ・加工食品一般（冷凍・冷蔵可） 

     ・お土産品・おつまみ 

会  場 仙台商工会議所 1 階 小会議室 

 

 

 

③平成 28 年度販路開拓塾 

 １）第１回 

期  日  平成 28 年 4 月 26 日(火) 14：00～17：00 

場  所  仙台商工会議所 7 階中会議室 

講  師  株式会社 CDG 代表取締役 大平 孝 氏 
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内  容  ・利益を生み出す販売戦略 

      ・地域資源を活かした商品開発の極意 

      ・「流通チャネル」を意識した売れる商品づくり 

      ・商談会・展示会の効果的な活かし方 

 

４．小規模事業者経営改善資金（マル経融資）震災対応特枠の利子補給 

市内小規模事業者の早期復旧と事業の再建を支援するため、小規模事業者経営改善資

金（マル経融資）震災対応特枠を利用した小規模事業者に対して、仙台商工会議所およ

びみやぎ仙台商工会が、当該融資にかかる 3 年間分の利子を全額補給し、その費用を仙

台市が補助する。当初、対象は平成 24 年 3 月 31 日までの融資実行分までだったが平成

28 年 3 月 31 日までの融資実行分に再々々々延長。 

   

（１）対 象 者 日本政策金融公庫の小規模事業者経営改善資金（マル経融資）のうち、

震災対応特枠について震災直後の 3月 12 日から平成 28年 3月 31日まで

に融資を受けた市内事業者の方 

  （２）補給内容 対象融資限度額 1,000 万円（震災対応特枠限度額）にかかる期間 3 年

間分の利子相当額 

（３）補給方法 対象者が一旦支払った利子を、仙台商工会議所またはみやぎ仙台商工

会が、年 1 回対象者に直接補給 

（４）推薦件数 全体：204 件 107,630 万円（平成 28 年 3 月 16 日現在） 

        うち震災対応特枠：88 件 34,649 万円 

 ※過去実績 

 平成 22 年度 全体：２０８件 77,830 万円 

         うち震災対応特枠：5 件 681.1 万円 

 平成 23 年度 全体：２５３件 135,270 万円 

         うち震災対応特枠：214 件 95,675.4 万円 

 平成 24 年度 全体：２２６件 103,550 万円 

         うち震災対応特枠：144 件 63,210 万円 

 平成 25 年度 全体：２０４件 92,960 万円 

         うち震災対応特枠：112 件 46,360 万円 

 平成 26 年度 全体：２３０件 118,420 万円 

         うち震災対応特枠：97 件 41,080 万円 

 

 

 

５.「東北六魂祭２０１５秋田」の開催 

東北の６つの県庁所在地の夏祭りが一堂に集い、祭りの熱気を通して震災復興に取り組

む東北の元気な姿を国内外に発信し、８月に実施するそれぞれの祭りをはじめ、年間を通

して多くの皆様に東北にお越しいただきたいという願いを込めて下記事業を実施した。 

    

（１）名  称：「東北六魂祭２０１５秋田」 
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（２）開催日時：平成２７年５月３０日（土）１０：００～２０：００ 

                パレード １６:３０～１９：２０ 

               （※夜竿燈 １８：５０～１９：２０） 

             ５月３１日（日）１０：００～１７：００ 

                パレード １２：３０～１４：４５ 

（３）来場者数 

   ２日間合計２６万人（※前年山形開催：２６万人） 

    １５万人（５月３０日） 

    １１万人（５月３１日）  

（４）開催場所：秋田市内 

①パレード会場 

・・・山王大通り（県庁第二庁舎前～県児童会館前約１．１キロ） 

   ※東北六魂祭において、初めて竿燈に灯りがともった。 

②イベント会場 

・・・八橋運動公園ほか 

（５）内  容：東北６祭りによるパレード・ステージイベント 

        東北地方の食・物産展・東北６祭りのＰＲブース 

秋田県内の食・物産展・郷土芸能ステージ 

協賛社によるＰＲブース 

（６）参加団体概要 

参加祭り名 参加者数 備 考 

青森ねぶた祭  ２１０名 大型ねぶた１台・太鼓山車 

秋田竿燈まつり ５１５名 竿燈５０本 

盛岡さんさ踊り １５０名  

山形花笠まつり １３０名  

仙台七夕まつり １６０名 七夕飾り、仙台すずめ踊り 

福島わらじまつり １８０名 大わらじ１基 

 

６.「東北復興祭りパレード in ミラノ万博」の実施 

2015 年 7 月 11 日、ミラノ万博で開催されたナショナルデー「ジャパンデー」において、

東北の 10 祭り（県都 6 祭りとＪＡグループ福島地域の 4 祭り）と日本を代表するキャラク

ターたちによる、パレードを開催した。 

イタリア国民のみならず、世界中の人々が注目するミラノ万博において、先の東日本大

震災における世界各国からの被災地支援に対する感謝の気持ちを表すとともに、復興に向

かう東北の元気な姿を発信した。仙台からは、日本館前に、仙台七夕まつりの笹飾りを 5

セット・吹き流し 25 本を飾り付けたほか、すずめ踊り 33 名が参加した。 

（１）名 称 

（和文）東北復興祭りパレード in ミラノ万博 

     ～復興支援への感謝と東北の元気を届けます～ 

（英文）Tohoku Japan Revival Festival Parade 

      ～Thanks & Welcome from Tohoku Japan～ 
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（２）主催等 

（主催）東北復興祭りパレード in ミラノ万博実行委員会／国際交流基金 

（共催）ミラノ万博日本館 

（後援）復興庁 

（協賛）JA グループ、KADOKAWA、トヨタ自動車、JTB 東北、近畿日本ツーリ 

スト東北、東京ガス、リンナイ 

（特別協力）ミネベア 

（３）会 場 ミラノ万博会場内中央大通り（通称：デグマーノ）の 

日本館前から中央部付近の間 

（４）日 時 2015 年 7 月 11 日（土） 

       1 回目：14 時 30 分～15 時 50 分（80 分間） 

       2 回目：16 時 30 分～17 時 40 分（70 分間） 

（５）実行委員会構成 

実行委員長：奥山恵美子仙台市長 

実行委員：青森市長、秋田市長、盛岡市長、山形市長、福島市長、東北６ 

祭り団体代表、東北 6 商工会議所（青森・秋田・盛岡・山形・ 

仙台・福島）会頭、全国農業協同組合中央会会長 

事務局：仙台市、仙台商工会議所 

（６）予算規模 

   約 1.7 億円  

収入 J-LOP＋補助金 6,500 万円、国際交流基金 3,500 万、東北 6 市負担金 1,000 万、 

企業協賛金 6,000 万 

支出 旅費 8,200 万、運営費（輸送費含む）5,100 万、製作費 3,600 万、予備費 100 万 

※本事業は「地域経済活性化に資する放送コンテンツ等海外展開支援事業 

費補助金（J-LOP＋）」の補助を受けている。 

 

（７）東北復興祭りパレード 

出発式後の 14:40〜15:50、そして 16:30〜17:40（ともに現地時間）と 2 回にわたり、

東北の 10 祭りと日本を代表するキャラクターたちがパレードを行った。 

パレードには、4 キャラクター（ハローキティ・ドラえもん・笑味（えみ）ちゃん・マ

イメロディ）、ケロロミニねぶた 3 体、盛岡さんさ踊り 38 名、山形花笠まつり 33 名、仙

台七夕まつり・すずめ踊り 33 名、福島わらじまつり 38 名、青森ねぶた祭 133 名、秋田

竿燈まつり 34 名、福島 4 祭り 80 名など、総勢 461 名が参加。世界へ向けての感謝と東

北の元気な姿を万博来場者にアピールした。 

今回、パレード参加者のうち 158 名は、在イタリア日本商工会議所などの協力により

集まったミラノ在住のボランティアであり、彼らからも、「ともにジャパンデーを彩れて

日本そして東北がより一層好きになった。東北の元気を共に体感できた」といった充実

の声が寄せられた。 

 

 

７.東京本郷ロータリークラブ「東京ドーム少年野球大会」への実施協力への感謝状について 

  本イベントは、東京本郷ロータリークラブが、復興支援の風化を止め、支援の輪を広げ

るため、特に、「東北の子供たちに夢と希望をもってもらうこと」「東北の野球少年の体験

が喜びの輪となって その家族や地域の人々に少しでも広がっていくこと」「対戦した東京

の野球チームをはじめ、 各関係者が被災地の人々への想いを再認識すること」という思い

を胸に、２０１３年より３年に渡り実施した。今回を一区切りとするにあたり、３年間の
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本イベントへの支援・協力に対し、仙台商工会議所間庭洋専務理事宛の感謝状を頂戴した。 

名 称：－東北の子供たちに夢と希望を－ 東京ドーム少年野球大会 

会 期：平成２７年 ８月１日（土） 

会 場：東京ドーム 

参加者：岩手・宮城・福島被災３県より３チーム及び、東京都内より３チーム 計６チーム 

主 催：東京本郷ロータリークラブ 

運 営：“東北の子供たちに夢と希望を”東京ドーム少年野球大会 実行委員会 

後 援：東京商工会議所、仙台商工会議所、東北六県商工会議所連合会、文京区、千代田区、   

東京ドーム、ホテルメトロポリタンエドモント、ホテルグランドパレス、東京ケーブ

ルネットワーク、ＪＲバス東北、読売新聞社、読売巨人軍、報知新聞社、東京新聞 

協 力：シミズオクト、ジャイアンツ アカデミー、いわきベースボール、コミュニケーショ 

ン（ＩＢＣ）、文京区少年軟式野球連盟、千代田区少年野球連盟 

 

８．「ライジング トウホク フードフェア」の開催 

東日本大震災後の仙台・東北の観光・物産販売が、風評被害もあり外国人観光客数の伸び

悩みや販路を回復できないなど厳しさが増すなかで、「東北六魂祭」や「東北まつりネットワ

ーク」で培った、東北六市（青森市、盛岡市、仙台市、秋田市、山形市、福島市）、東北六県

商工会議所連合会などとのネットワークを活用し、アメリカで観光物産フェアを実施。東北

六市が一体となって、海外からの誘客や地域産品の販路拡大にむけて、物産展、商談会、お

祭りなどを通じた東北のプロモーション事業を行った。 

 １．名  称 

第 2 回ＲＩＳＩＮＧ ＴＯＨＯＫＵ ＦＯＯＤ ＦＡＩＲ－東北復興応援フェア－ 

２．内  容 

（１）第２回 Rising Tohoku Food Fair    

   ①ミツワマーケットプレイス・トーランス店「東北物産展＆６市祭りＰＲ」 

場 所 トーランス店    

    期 間 ８月２０日（木）～２３日（日）の４日間 

   ②ミツワマーケットプレイス・３店舗「東北物産展」 

場 所 トーランス店（ロサンゼルス近郊）、サンノゼ店（サンフランシスコ近郊）、 

ニュージャージー店（ニューヨーク近郊） 

 期 間 １１月６日（金）～１６日（月）の１１日間 

※上記②へは祭り団体は派遣せず、飾りの装飾、プロモーションツール配布、映 

像放映などにより 6 市 PR を実施する。 

 （２）第 75 回二世 WEEK 祭への参加 

     ロサンゼルスの日本人街「リトルトーキョー」で毎年８月に開催される「二世ウ

ィーク祭」のパレードに参加した。 

場 所 ロサンゼルス・リトルトーキョー 

 期 間 ８月１５日（土）～１６日（日） 

（３）表敬訪問 

表敬日：８月１８日（火） 

表敬先：在ロサンゼルス日本国総領事館・ＪＮＴＯロサンゼルス事務所 
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        ＪＥＴＲＯロサンゼルス事務所・ＪＴＢロサンゼルス事務所 

 

９. 第９回日韓商工会議所首脳会議への参加 

本会議は、両国商工会議所間の交流促進と、両国の経済交流促進を目的に双方の正副会頭・

会長、特別顧問等によるハイレベル会議として毎年交互に開催されている。 

福岡市で開催された本年は、両国の経済状況および今後の展望、日韓の民間協力の現状と

課題、両国商工会議所事業のベストプラクティスの共有、について話し合いが持たれた。仙

台・鎌田会頭からは、東日本大震災からの復興状況と地方創生への取り組みについて説明。

会議では、両国商工会議所の交流を通じて、産業・企業間での連携強化を確認し合った。ま

た、両国政府間の関係は厳しい状況にあるものの、こうしたときこそ継続的な民間交流が重

要であるとの共通認識を得た。 

期日  平成２７年９月８日（火）～９日（水） 

場所  福岡市 

１０.東北六県商工会議所連合会「訪韓ミッション」 

（１）日程 平成２７年１０月４日（日）～７日（水） 

（２）目的 当連合会では、一昨年より実施している東北六県の県庁所在地会頭・専務理事

による訪韓ミッションを実施した。 

訪日外国人客数が、昨年、過去最高となる 1,341 万人を記録する中、東北におい

ては震災前の７割程度（35.4 万人）の回復にとどまっている。とりわけ韓国人観

光客については、震災前の３割程度（約 4 万人）までしか回復しておらず、風評被

害による影響が大きい。地理的・歴史的に関係が深い韓国では、東日本大震災の際、

政府による救助隊員の派遣、多大な支援物資、寄付金など多くの支援をいただいた。

現在は、政治上の問題により関係が拗れてはいるものの、経済面では密接な関係に

あり、東北の空港においても最も定期航空路線数が多い。 

本ミッションでは、韓国経済、東北地方へのアウトバウンド等に影響力の大きい 

大韓商工会議所や、観光関係団体、航空会社等への表敬訪問、および関係者等を招

いた夕食懇談会を実施した。これにより東北地方の経済、観光等のプロモーション

や、安心・安全を訴えたほか、来年３月の北海道新幹線開業や５月のＧ７仙台財務

大臣・中央銀行総裁鍵の開催などを紹介した。 

  また、仙台商工会議所では、一昨年６月に友好協定を締結した光州商工会議所等 

を訪問し、更なる交流の促進を図った。 

（３）参加者 

東北六県商工会議所連合会会長・仙台商工会議所会頭 鎌田  宏 

青森県商工会議所連合会会長・青森商工会議所会頭  若井 敬一郎 

秋田県商工会議所連合会会長・秋田商工会議所会頭  三浦 廣巳 

山形県商工会議所連合会会長・山形商工会議所会頭  清野 伸昭 

福島県商工会議所連合会会長・福島商工会議所会頭  渡邊 博美 

岩手県商工会議所連合会理事・盛岡商工会議所副会頭 高橋 三男 他 計１４名 

 

（４）表敬訪問先 
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  【東北六県商工会議所連合会】（１０月６日（火）） 

①大韓商工会議所   李 東根（イ・ドングン）常勤副会長 他  

②韓国観光協会中央会 南 相晩（ナム・サンマン）会長 他 

③韓国旅行業協会   梁 武承（ヤン・ムスン）会長 他 

④アシアナ航空    金 秀天（キム・スチョン）社長 他 

⑤大韓航空      智 昌薰（チ・チャンフン）総括社長 他 

  【仙台商工会議所】（１０月５日（月）） 

①光州商工会議所 呉 世哲(ｵ･ｾﾁｮﾙ)常勤副会長  

②光州広域市 尹 壮鉉（ﾕﾝ･ﾁｬﾝﾋｮﾝ）市長 

（５）東北観光の夕べ（夕食懇談会）の開催 

１）日 時：平成２７年１０月６日（火）19：00～21：00 

２）場 所：ロッテホテルソウル本館 36 階 

３）参加者：東北とゆかりのある韓国の経済界、観光、貿易、物流関係者など約 50   

名が参加し、両国の交流人口拡大に向けた懇談を実施。 

 

１１.福島応援事業「宮城県商工会議所連合会福島応援企画！ 

原町商工会議所推薦！福島応援ギフトセット“野馬追の里 南相馬のふるさと便”」 

震災による東京電力福島第一原子力発電所の事故から、いまだ出口の見えない状況

が続く福島の再生支援を目的に、福島県の原町商工会議所と連携し「福島応援ギフト

セット」を製作。福島県浜通りの特産品を詰め合わせ、宮城県内商工会議所の議員・

会員事業所の皆様に特別価格にて提供。福島の再生支援に本ギフトセットをお求めい

ただき、福島の再生支援にお力添えいいただく。 

 １）販売期間 １１月１１日（水）～１２月１５日（火） 

２）金  額 ３，０００円（税込・送料無料） 

※４，５００円相当の詰合せ、差額・送料は宮城県連で負担 

３）販売個数 ２５４セット 

 

１２．日本商工会議所三村会頭と東日本大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会 

との懇談会の開催 

日 程 平成２８年１月２１日(木) 14：00～16：00 

  場 所 ＪＰタワー ５階カンファレンスルーム 

  内 容 連絡会に所属する青森・岩手・宮城・福島・茨城・千葉の各県代表および各地

会頭より、各地の復興状況及び要望を発言。日商三村会頭からは、「被災地の実情

や課題について認識を新たにした。政府には、実情に合わせた支援を求めたい。

全国５１４商工会議所のネットワークを活用し、販路回復・開拓や風評被害の払

拭、風化防止などに向け、継続的に取り組んでいく」とコメントがあった。 

 

１３. 仙台商工会議所第３期中期ビジョン（平成 28～30 年度）策定に向けた会議 

（１）第３期中期ビジョン（平成 28～30 年度）策定に向けた議員懇談会 

１）日時 平成 27 年 10 月 8 日（木）～23 日（金）まで全９回 

  ２）場所 仙台商工会議所 ３階役員会議室 

３）事項 第 3 期中期ビジョン(平成 28～30 年度)・平成 28 年度事業計画について 
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        ①「企業活力」の強化について 

        ②「地域力」の強化について 

        ③「組織力」の強化について 

   ４）出席者 60 名（他欠席者アンケート 12 名） 

 

（２）部会長会議 

１）日 時 平成 27 年 10 月 16 日（金）16：00～17：30 

  ２）場 所 ウエスティンホテル仙台 25 階「月」 

３）事 項 ①部会運営について 

②第3期中期ビジョン(平成28～30年度)･平成28年度事業計画について 

   ４) 出席者 13 名 

 

（３）第３期中期ビジョン（平成 28～30 年度）策定に向けた検討会 

１）日 時 平成 27 年 11 月 16 日（月）10：30～12：30 

２）場 所 仙台商工会議所 ３階役員会議室 

３）事 項 第３期中期ビジョン（平成 28～30 年度）の策定について 

   ４) 出席者 13 名 

 

＜御参考①：各地からの表敬訪問・視察・会議等受入状況＞ 

    名名名名                    称称称称    年月日年月日年月日年月日    訪訪訪訪    問問問問    者者者者    等等等等    

1 ミンスク市副市長一行表敬 27.6.3 ミンスク副市長他計 9 名 

2 高岡商工会議所視察受入 27.6.10 川村会頭他計 17 名 

3 額賀自民党復興加速化本部長他視察受入 27.2.1 額賀自民党復興加速化本部長計 8名 

 

※日本商工会議所役職員による被災地訪問 

【福島県】 

期  日  平成 28 年 1 月 12 日（水） 

場  所  相馬・原町・いわき商工会議所他 

出 席 者  日本商工会議所 専務理事 石田 徹氏 他 

【宮城県】 

期  日  平成 28 年 1 月 25 日（月）～26 日（火） 

場  所  塩釜・石巻・気仙沼商工会議所他 

出 席 者  日本商工会議所 理事・事務局長 青山 伸悦氏 他 

 

【岩手県】 

期  日  平成 28 年 2 月 3 日（水）～4 日（木） 

場  所  大船渡・釜石・宮古商工会議所他 

出 席 者  日本商工会議所 常務理事  久貝 卓氏 他 

 

＜御参考②：仙台空港および仙台塩釜港の復興状況＞ 

◎空港関係（定期便のみ） 
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２４年 ５月２１日 仙台－ソウル線デイリー運行開始（アシアナ航空） 

    ７月３０日 仙台－長春線定期便運行再開（中国南方航空） 

２５年 ４月１２日 仙台－大阪(関空)線 新規就航（ピーチアビエーション㈱） 

    ４月２０日 仙台－札幌線、仙台－福岡線 新規就航（スカイマーク㈱） 

    ６月２１日 仙台－札幌線日５往復（１往復増便）（㈱エアドゥ） 

６月２６日 仙台－札幌(経由)－ホノルル線（週３便）新規就航(ハワイアン航空)(27 年 9 月まで) 

９月 １日 仙台－大阪(関空)線日３往復化(１往復増便)(ﾋﾟｰﾁｱﾋﾞｴｰｼｮﾝ㈱) 

１２月 ４日 仙台－バンコク線定期便運航開始（週３往復）（タイ国際航空）(26 年 3 月まで) 

２６年 ３月３０日 仙台－上海・北京線定期便運航再開（週２往復）(中国国際航空) 

    ４月 １日 仙台－神戸線新規就航(日２往復)（スカイマーク㈱）（27年 10 月 24 日まで） 

   １１月 ８日 仙台－台北線週４便化(２便増便)（エバー航空） 

 

※運休状況 

２４年１０月 ５日～仙台－長春線（中国南方航空） 

   １０月２８日～仙台－大連・北京線（中国国際航空） 

 ※１０月１８日から予定されていた仙台－上海線（中国東方航空）新規就航見合わせ 

２７年１０月 １日～仙台－ホノルル線（ハワイアン航空）運航中止 

※７月１８日から予定されていた仙台-上海・北京線（中国国際航空）増便見合わせ 

 

◎港湾関係 

平成２６年１月～１２月のコンテナ貨物取扱量は２１３，０００TEU（速報値）となり、過

去最高を記録した平成２２年の約９９％まで回復。 

２６年 ４月１６日 外貿定期コンテナ航路増便（仙台～釜山～釜山新港）  

２６年 ５月２２日 外貿定期コンテナ航路増便（仙台～小名浜～釜山～釜山新港） 

２７年 ６月 ８日 外貿定期コンテナ定期航路（北米西岸航路）新規開設 

                         （仙台～タコマ、バンクーバー等） 

２７年１０月２６日 外貿定期コンテナ航路（韓国航路）新規開設 

                            （仙台等～釜山、釜山新港） 

２７年１１月 ７日 外貿定期コンテナ航路（ロシア極東航路）新規開設 

             （仙台～横浜・名古屋等～ボストーチヌイ～ウラジオストック） 


